
様式第2―1

※　該当箇所にレ印又は必要事項を記入する。

　液化石油ガス設備工事明細書　容器による貯蔵
	設備工事事業者
	事業開始届出
	□　有　　□　無

	
	従事設備士氏名
	　
	第　　　　号
	　
	第　　　　号


	工事に係る建築物名称
	(用途)
	所在地
	　

	工事に係る建築物所有者
	　
	住所
	　

	液化石油ガス販売事業者
	　
	住所
	　

	工事完成年月日
	　　　　年　　月　　日


	貯蔵設備
	保安距離
	第1種保安物件
	　
	m
	障壁
	□　有

□　無
	□　鉄筋コンクリート　□　鋼板

□　コンクリートブロック
	1,000kg未満の場合　不要

	
	
	第2種保安物件
	　
	m
	
	
	
	

	
	火気距離
	付近の火気(施設)
	　
	m
	流動防止(施設)
	　
	　

	
	滞留防止
	□　屋外露出
	　
	

	
	
	□　収納庫内設置
	収納庫面積
	　　m×　　m＝　　m2(芯×芯)
	換気口面積
	　　cm×　　cm×　　箇所＝　　　　　cm2
	

	
	さく・へい
	□　さく・へい□　収納庫
	1,000kg未満の場合　不要

	
	警戒標
	□　LPガス貯蔵設備　　　□　燃(赤色文字)　　□　火気厳禁(赤色文字)
	

	
	消火設備
	□　粉末消火器
	能力単位　(A―　　・B―　　)
	本数
	　　　　本
	

	
	屋根・遮へい板
	□　屋根　□　遮へい板
	材料
	□　石綿スレート　　□　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	40度以下
	□　40度以上とならない場所　　　□　その他の場所
	　

	
	
	□　収納庫内設置　　□　屋根　　□　遮へい板　　□　その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	転倒防止
	□　屋外露出　　(□　落雪による衝撃受けない　□　積雪により埋没しない　□　雪囲い)
	□ 鉄鎖等による容器固定
	

	
	
	□　収納庫内設置
	
	

	
	腐食防止
	□　水平な場所又は台上に設置
	床面構造
	□　コンクリート製　　□　その他(　　　　　　　　　　　　　)
	


	供給管
	材料・腐食防止
	□　高圧部
	材料・措置
	　

	
	
	□　高圧部以外
	□　露出部
	□　屋外
	材料・措置
	　

	
	
	
	
	□　屋内
	□　多湿・水の影響
	材料・措置
	　

	
	
	
	□　壁・床内部
	□　埋込・貫通
	材料・措置
	　

	
	
	
	□　埋設部
	材料・措置
	　

	
	損傷防止
	□　埋設部

□　その他
	埋設深さ
	cm
	埋設場所
	□　公道下　　□　公道以外道路下　　□　その他の場所

	
	
	
	防止措置
	□　継手の組合せ　　□　金属製フレキシブルホース又は伸縮継手

	
	気密・漏洩試験
	試験実施年月日
	年　　月　　日
	試験実施者
	所属・氏名
	　

	
	
	□　高圧部(□良　□否)
	□　中圧部(□良　□否)
	□　低圧部(□良　□否)


	施工後の表示
	□　有　□　不要
	□　2以上の消費設備の供給設備に係るもの　　　□ 配管の長さが屋内4m以上の消費設備に係るもの



